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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・挨拶　
私たちは不二印刷株式会社の魅力について発表します。
不二印刷は創業昭和８年、今年でなんと82年の歴史を誇る伝統ある会社です。
カタログやパンフレット等の企画、デザイン、制作、印刷などを主に行っておられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
不二印刷では、共生を社是に掲げ、その精神を経営理念に展開しています。
さらに行動の規範としてクレドを設定しています。
社是である共生とは、人は一人では生きていけないという考えをもとに設定されました。
クレドとは行動規範を成文化したものです。
これを社員一人ひとりが常に携帯し、共通の価値観でつながっています。
この３つを不二印刷のDNAとして、お客様に感謝される仕事を事業として展開しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、不二印刷様のパンフレットの表紙等に書かれている一文なのですが、
私達はこの文を見て驚いたと同時に疑問を抱きました。
印刷会社なのに「紙の上にインクをのせるだけ」ではない　とは、いったいどういうことなのでしょうか？


以降のスライドで説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
不二印刷が大切にしている考えが、お客様に感謝される仕事をする　ことです。
常にお客様の方を向き、何ができるかを考え、誠意をもって接する。
お客様のために仕事をすることで、お客様にもその心が伝わり感謝の気持ちが返ってきます。それが働く喜びややりがいにつながります。

またそれをビジネスという形にしたのが、不二印刷が新たに取り組んでいる　コミュニケーションビジネス　です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コミュニケーションビジネスとは、従来の印刷業務にとらわれない付加価値を商品に加え、様々なサービスとして展開することです。
商品づくりの中で、お客様の要望を取り入れ、そこに不二印刷の人材が生み出す３つの力を融合させ、会社、社員が一丸となって取り組みます。
これによって商品に付加価値が加えられ、お客様の満足のいく商品やサービスを提供することが可能になります。
事業としては、Book　DMやハートダイレクトといった印刷事業への応用、マーケティング計画の提案として、クライアント様に向けて「Idea4U」という雑誌の提供なども行っています。
つまり、先ほど述べた　「紙の上にインクをのせるだけ」ではない　とは、商品に新たな付加価値を加える、このコミュニケーションビジネスのことを表していたのでした。
印刷業を含む様々な事業にこの考えが生かされているという点に、不二印刷のお客様へのまごころがあらわれていると感じました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コミュニケーションビジネスを円滑にするためには、
社員同士のコミュニケーションが必要不可欠です。
そのためにこのようなことを行っています。
カフェテリアプランやイノベーションクラブといった研修によって、社員に勉強の機会が与えられます。
このことによって、コミュニケーションビジネスに必要な３つの力を高めることができます。
サンクスカードは社員同士が感謝の気持ちを伝える手段の一つです。
私たちはサンクスカードを実際に見せてもらいました。
デザインが豊富で、カードを渡す側も受け取る側も気持ちのいいものだろうなと感じました。
社員の方々にインタビューをさせて頂いたのですが、皆様が口をそろえて「風通しの良い環境」と言っておられました。
どのような点で風通しの良さを感じるのかと伺ったところ、
「新人・ベテラン関係なく、言いたいことを言い合えるため、自発的に行動できるから」
とおっしゃっておられました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
不二印刷が新しく始めた事業にデジタル印刷があります。
デジタル印刷は従来の版印刷と違い、コンピュータを利用した印刷方法であり、印刷業界で今後さらなる成長が予想されています。
不二印刷はデジタル印刷特化企業として、自社にデザインから製本までの設備がすべて備わっています。
デジタル印刷の使われている商品として、ネームインフォトカレンダーやデジタルフォトブックがあります。
ネームインフォトカレンダーは名前の通り、名前を入れることができます。

私たちがこのデジタル印刷で魅力に思った点は、
小ロット印刷による作業の効率化や、在庫の不要によってコスト削減が可能になり、
また、よりお客様の要望に沿った商品を提供することができるということです。
ここにもコミュニケーションビジネスが生かされていることがうかがえます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが不二印刷に感じる最大の魅力、それは革新性です。
FUJI　DNA　を基盤とし、一つの事業にこだわらず、時代に合わせた新しいことに取り組んでいます。
例えば、不二印刷さんは昨年の10月に会社のロゴ変更をされました。
なぜロゴ変更をされたのかをお聞きしたところ、
印刷業界に対してプラスのイメージを持ってもらうためだそうです。
皆さんは印刷業界と聞いて良い印象を持たれますか？
ある調査でこの質問をしたところ、あまり良い印象を持たないと答えられる方がとても多かったそうです。
そこで、不二印刷さんは印刷業界に少しでも良い印象を持ってもらおうと考え、
ロゴにプラスという文字の入った　FUJI　＋
というロゴにされたそうです。
このことをお聞きして、自ら変わろうとしている姿勢はとても素晴らしいなと感じました。
また不二印刷さんは今後の方針について、印刷会社から印刷得意なサービス会社へと
事業を展開していくと、おっしゃっておられました。

お客様のためにこれからも新しいことに挑戦し続ける会社、これが不二印刷です。
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